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理事長賞

　與後は医療連携室の主任として、しおさいになくてはならない存在です。今までも幾度となく、業務フォローを

して貰って来たか数えきれません。直近では、3度目のクラスターの際に、認知症周辺症状が強く、見守りを要

する方がいらした際には、朝早くから出勤し、その方たちの見守りや食事介助に介入してくれました。

また当施設ご利用者で週3回透析に通われている方が陽性になった際には、訓練では行っていたものの、実際

にPPE着脱をする機会はなかなかありませんでしたが、感染のリスクもある中、現場の人たちの負担をこれ以上

増やさないためにと、自らPPEフル装備で西伊豆健育会病院への送迎を行ってくれました。

　有事の際の私たちがどれだけ救われたか計り知れません。クラスターから4ヶ月経過した現在ですが、地域

での感染拡大が止まらない中、感染リスクの高い方の受け入れをする際に、居室隔離の方が増えると食事介

助がまわらなくなるため、現場スタッフの負担軽減となるように、食事介助フォローをしてくれています。與後が何

より素晴らしいのは、いつもご利用者・ご家族ファーストであり、ご利用者に対応する姿はとても優しく、丁寧に傾

聴しています。

当たり前の様ですが、クラスター中など、心身ともにゆとりのなくなってしまいがちな現場職員と違い、有事でも同

じ対応が出来ています。独居でご自分では外出できない方がショートステイをご利用される際には、桜を見ながら

施設送迎をしたり、お看取り期の方が、ご自宅を見たいと言った際には、私の相談を快諾してくれて自分の仕事

を後回しにしてでも「今日行こう」と計画を立て同行してくれました。ご本人もご家族も大変喜んで下さいました。

誰にでも寄り添った対応をする與後は、通所・入所・ショートステイの垣根もなく、どのご利用者からも「與後さん、

與後さん」と信頼されています。ご家族からは、「與後さんにお世話になって」や「與後さんのおかげで」といっ

た感謝のお言葉をいただくことも多 あ々ります。

　健育会グループの「愛情をもって親身な対応を心がけます」というスローガンが、もともと自然に出来、ご利用

者に寄り添う姿は全職員の模範であり、またどんな時でもしおさいワンチームを陰で支えている縁の下の力持ち

であるこの功績は、理事長賞に値すると考え、推薦させていただきます。

内　容

　今まで、人事考課を手書きで、議事録はパソコンで入力後、出力し、用紙に印鑑をもらう事を長年、当た

り前だと思いながら行ってきました。特に、人事考課において、一次評価者である私は、スタッフ31名の面

談後、目標設定シートに手書きでコメントを書き、行動考課表においては、コメントの他に評価点数の計算と、

かなりの時間を割き、毎回指にペンだこができるほどでした。

　このような現状を改善すべく、昨年度から武内主任を中心とした事務部門が、まずは人事考課制度のIT

化を進めてくれました。システムが完成し、慣れるまでに少しの時間は掛かりましたが、1年経過した今では

慣れ、格段にやり易くなり、手書きには戻りたくないと好評です。パソコンにデータがある為、すぐに目標シート

等を検索でき、さらに対面で面談の際、目標の修正をその場で行え、スタッフと更に内容を深めながら面談

ができるようになりました。

　次に各種委員会の議事録もIT化され、作成時間・承認時間の短縮にもつながり、業務が格段に効率

化されました。

具体的な時間を出せれば良かったのですが、相当の時間の削減は看護部にとって、その分の時間を患者

さんやご家族との対話の時間に使うことができています。

　元のプログラム修正費用は多少掛かったようですが、アプリケーション作成費用を外部に頼めば数百万掛

かる事から、経費削減の為、事務部門で作成してしまった事も素晴らしい成果だと思います。

石巻健育会病院 武内修平（ 主任/総務 /事務部 ）

人事考課や会議の議事録をIT化し、業務改善、仕事の効率化を図った功績。

武山裕美子（ 2F病棟師長 ）

限られた人員で業務を回していく上で、今回の取組は、私達、医療職が働き易い環
境を整備して頂いたと評価し、理事長賞へ推薦致します。 

功 績

推 薦 者
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